
南仏事件情報（２０１５年１０月）

（１）殺人

● アパート内で男性が殺害（２日、アルプ・マリティム県）

２日午前９時４５分ごろ、ニース市内で、５５歳の男性が自宅アパート

で銃殺された。アパートの警備員が複数の銃声を聞き、通報した。警察が

駆けつけたところ、アパート５階の踊り場のドアが開けられており、廊下

に男性が血の海の中に倒れているのを発見した。男性の体には、少なくと

も５発の弾痕が見つかった。ドアには不法侵入の痕跡はなく、また争った

あとも認められなかった。警察は直ちに付近を封鎖して犯人を捜索したが、

未だ犯人は特定されていない。

● １９歳が銃撃され死亡（１２日、ブッシュ・デュ・ローヌ（ＢｄＲ）県）

１２日昼ごろ、マルセイユ市１５区の路上で、１９歳の男性が銃弾に倒

れた。１１時１５分、付近住民から、首や腕をケガして血まみれの男性が

家に来た、との通報を受けて救急隊が駆けつけた。男性は病院に運ばれた

が死亡した。被害者の血痕をたどると１５区内の路上に行き着いたが、凶

器は発見できなかった。

● 女性を殺害し自殺（２１日、ヴォクリューズ県）

２１日午前８時ごろ、サン・マルタン・ドゥ・ラ・ブラスク市で、６９

歳の男が女性を殺害した。この男は農家を引退しており、数週間前に妻を

亡くしていた。被害者は、道の奥で倒れているところを夫が発見した。喉

に複数の銃撃を受けていた。通報を受けた憲兵隊は、付近に住む男に容疑

をかけたが、最近の同人の精神状態が不安定だったことなどから、特殊介

入部隊やヘリコプターを要請するなどして充分に準備をした。結局、犯人

は自宅内で胸を撃って自殺していたことが判明した。犯人は、３０数年前

に妻を殺害したとされている。

● １５歳少年殺害される（２５日、ＢｄＲ県）

２５日午前３時ごろ、マルセイユ市１３区で、１５歳の少年２名と２３

歳の男性１名が、銃撃を受けて死亡した。現場は、大麻密売のメッカとし

て知られているエリアで、治安重点地区に指定されており、今年５月には

当局で大規模な掃討作戦が実施されたりもしている。目撃者によると、襲

撃者は３～４人で、車で現場にやってきた。現場にあるエレベータ内に自



動式けん銃の薬莢２０数発が発見された。事件直後、自動車２台が放火さ

れた。１台は国外で登録されており、車内から武器が発見された。事件と

の関係は捜査中である。

（２）強盗

● 警察官に襲いかかった男が銃撃される（２７日、ＢｄＲ県）

２７日、マルセイユ市３区で、車上荒らしをしていた男を警察官４名が

逮捕しようとしたところ、男が警察官に襲いかかった。警察官を突き倒し、

大型のナイフを取り出してなおも別の警察官に襲いかかろうとしたことか

ら、警察官がけん銃を取り出して同人に対して射撃をおこなった。弾丸は

腰部に命中し、男は病院に運ばれた。

（３）その他特異事件等

● 大洪水で２０人死亡（３日、アルプ・マリティム県）

３日午後、コートダジュール一帯で大雨が降り、カンヌ市で３時間に１

８０㎜、マンデュー・ラ・ナボル市では１６０㎜を記録した。これにより、

２０名が死亡した。発生から６日までの３日間で、救助を求める通報は５，

５００件超、救助出動は１，４００件超となり、一時約２万７，０００世

帯が停電した。本災害は、閣僚会議で「自然災害」に指定された。

● 銀行２支店が破壊される（１０日、オート・コルス県）

１０日、フリアニ市で、サッカーの試合でバスティアがパリ・サンジェ

ルマンに敗れたことで、ファン約４０人が暴徒となり、２つの銀行支店が

放火され、警察官１９名が負傷した。最初の放火は試合の終わりのころで、

球場の周りでファンが発煙筒を発射した。暴徒は、付近の銀行に火を放っ

て破壊行為を行った。現場に駆けつけた警察官は、投石により１９名が負

傷した。その他、ガソリンを使用するなどしてゴミ箱などが放火された。

● 新たな復讐劇か、１名負傷（２４日、エロー県）

２４日７時ごろ、モンペリエ市内で、複数の銃声が鳴り響いた。救急隊

が駆けつけたところ、顔に傷を負い足に銃弾を受けた男性が倒れていた。

現場には複数の弾丸が散乱していた。現在までの捜査では、若者による諍

いが原因ではないかと考えられている。被害者は命に別状はないが、まだ

供述をできる状態ではない。モンペリエ市では、同日の朝に複数のゴミ箱

の火事が通報されているが、本事件との関係性は不明である。



● 麻薬泥棒が見つかりカッターで切り刻まれる（１７日、ＢｄＲ県）

１７日、レ・ペンヌ・ミラボー市で、２２歳の若者が、麻薬をだまし取

ろうとしたことを咎められ、３人の男から呼び出されて殴られ、車のトラ

ンクに押し込まれて人気のない丘に連れて行かれ、カッターナイフで切り

刻まれた。夜になってようやく逃げ出し、通行人から発見されて病院に運

び込まれた。命に別状はないとのこと。

※ ここに掲載した事件は新聞等の公開情報をもとにまとめておりますが、掲

載した事件以外にも日々各種事件が発生していることを申し添えさせていた

だきます。


